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2024年版レポートの主な改善点

2023年版レポートは、中期経営計画の見直し期間であったことから、

中長期的な計画・施策・目標（KPI）などの具体的報告が課題でした。

2024年版レポートでは、新たに策定した「中期経営計画2026」の

テーマである「たんぱく質の価値を共に創る企業へ」を軸に、

中長期の成長に向けた、より具体的な事業計画や施策、目標、

財務・非財務での価値創造などを訴求する内容に改変しています。

●「価値創造プロセス」では、たんぱく質の価値を共に創る企業への

変革を成し遂げるための内容・プロセスに更新

2023

2024

バリューチェーンごとの共創 中計における戦略体系



2024年版レポートの主な改善点（つづき）

●経営課題と変革テーマを析出し、具体的施策や中長期的な事業

利益の獲得目標（KPI）を明確にした「中期経営計画」を開示

●財務報告では、中期経営計画に基づき「ROIC展開図」を更新、

「各セグメントの戦略や目指す姿(KPI)」を副社長がコミットメント

●非財務報告では、「ステークホルダーへの提供価値」の一覧や、

「10か年の非財務データ」を、新たに開示

経営課題と変革テーマ

中長期の事業利益
獲得目標（KPI）

ROIC展開図

ステークホルダー
ごとの提供価値 10年の非財務データ



2024年版レポートの主な改善点（つづき）

●中計テーマでもある価値共創の実例を、「特集」記事として複数掲載、

その中で、「ＪＡ全農」との大型共創プロジェクトについても紹介

●コーポレート・ガバナンスの強化・改善を目指して、新メンバーを迎えて

の「社外取締役座談会」を開催・開示。また、取締役会議長としての

行動や役割などを「会長」の単独メッセージとして掲載

※次ページ以降では、主要コンテンツの概要・報告ポイントをご紹介しています。

大型共創プロジェクト
の実例紹介

新社外取締役を
迎えた変革への提言

取締役会議長の
立場からメッセージ



冒頭（イントロダクション）

冒頭に、3年間で目指す姿

を経営トップがコミットメント

コミットメントの内容

☛たんぱく質の価値を

共に創る企業へ

☛構造改革と成長戦略で

事業利益610億円へ

☛挑戦を評価する

制度と風土へ



社長メッセージ

「挑戦・共創」を軸に、コミットメントを実現する

ための具体的な戦略や取り組みを経営者が解説

解説のポイント

☛畜産業を支える企業としての役割と価値創造

☛カスタマー・イン思考へ事業マインドを変革

☛目標達成に向けた事業スキームが確立

☛経営陣から「挑戦する風土」への改革に着手

☛たんぱく質で価値を創る「共創」を推進



商品やプロジェクトによる

多様な価値創造の事例を紹介

ポイント

☛たんぱく質の必要性とその価値

☛シャウエッセンの商品価値と可能性

☛鶏肉・豚肉ブランド商品による

新しい価値づくり

特集 価値づくりへの挑戦

☛大規模な共創プロジェクトの始動



価値創造プロセス

投入資本、ビジネスモデル、戦略を通じた

価値創造の全体像を紹介

ポイント

☛バリューチェーンの各段階で共創を追求する

ビジネスモデル

☛ビジネスモデル変革に向けた３つのテーマ

「構造改革」「成長戦略」「風土改革」

☛創出する価値・インパクトの全容



マテリアリティの見直し

外部環境の変化や、中期経営計画2026を

踏まえてマテリアリティを見直したことを紹介

ポイント

☛従来の５つのマテリアリティから３つを変更

☛より幅広い領域を包括するマテリアリティへ

☛現状での重要課題にフォーカスした内容へ

☛外部有識者からの評価・見解



課題、目標（KPI）、責任者、

モニタリング体制などを明確にした

中期経営計画を紹介

ポイント

☛本質的課題を明確にし、ビジネス

モデル、変革テーマを設定

☛3つの戦略と３つのテーマを実践し

企業価値を最大化

中期経営計画2026

☛主要施策とKPIを定め、進捗を

見える化し、やりきる体制を構築



価値創造経営の深化を支える

財務戦略・施策を紹介

ポイント

☛財務PDCAシステム、戦略的な経営

資源の配分、資本政策・財務戦略

☛事業ごとのROICを追求

CFOメッセージ

☛キャッシュ・アロケーションと

配当還元政策

☛サステナビリティ戦略と企業価値向上



人事担当役員メッセージ

中期経営計画2026における人的資本拡充
のための人財戦略を紹介

ポイント

☛「挑戦する組織風土」の醸成

☛変革型経営人財の育成・獲得

☛多様な人財の活躍推進

☛人財戦略の推進・強化に向けた行動



ポイント

セグメント情報（加工、食肉、海外、ボールパーク）

「成長戦略」「構造改革」「風土改革」
によるビジネスモデル変革を訴求

☛主要施策とKPIを明確化

☛各セグメント毎に非財務トピックを掲載

☛統合的価値向上に向け、

事業ごとの戦略を明確化



サステナビリティ戦略と取り組み、

コーポレート・ガバナンスを紹介

ポイント

☛サステナビリティ戦略4つの柱

「食べる喜びの提供」「新たな価値の

創出」「地球環境の保全」

「レジリエントな事業基盤の強化」

サステナビリティ / コーポレート・ガバナンス

☛取締役会の実効性評価、役員報酬、

リスクマネジメント、情報セキュリティ



新任の社外取締役を加えた4名で、
グループの現状評価と今後の支援策
などについて発信

ポイント

☛変革に向け動いている現状の評価、

課題感についての発言

☛各種の課題解決に向けた提言

社外取締役 座談会

☛社外取締役として自身が果たす役割、

今後の展望



エンディングメッセージ


	スライド 1: ニッポンハムグループ 統合報告書2024 ダイジェスト
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

